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資料１



 背景 

 食品流通の中で卸売市場が果たしてきた集荷・分荷、価格形成、代金決済等の調整
機能は重要。今後も食品流通の核として堅持。 

 農林漁業者の所得を向上させるとともに、消費者ニーズに的確に応えていくために
は、卸売市場を含めて、新たな需要の開拓や付加価値の向上につながる食品流通
構造を確立していくことが重要。 

 このような観点から、卸売市場を含めた食品流通の合理化と生鮮食料品等の公正な
取引環境の確保を促進。 

 
法案の概要 

（１） 農林水産大臣は、次の事項を定めた卸売市場に関する基本方針を定める。 
  （第３条） 
    ・業務の運営に関する事項   ・施設に関する事項   ・その他重要事項 

 （２） 基本方針等に即し、生鮮食料品等の公正な取引の場として、①から⑥の共通の

取引ルールを遵守し、公正・安定的に業務運営を行える卸売市場を、中央卸売市
場又は地方卸売市場として農林水産大臣又は都道府県知事が認定・公表し、指
導・検査監督する。（第４条から第14条まで） 

 
 
 
 
 
  

（３） 国は、２（２）の食品等流通合理化計画に従って行われる中央卸売市場の整備に
対し、予算の範囲内において、その費用の4/10以内を補助できる。（第16条） 

 

※ 第三者販売の禁止、直荷引きの禁止、商物一致等。卸売市場ごとに、関係者の意見を聴くな
ど公正な手続を踏み、共通の取引ルールに反しない範囲において定めることができる。 

① 売買取引の方法の公表             ⑤ 取引条件の公表                  
② 差別的取扱いの禁止              ⑥ 取引結果の公表 
③ 受託拒否の禁止（中央卸売市場のみ）    ⑦ その他の取引ルールの公表（※） 
④ 代金決済ルールの策定・公表 

卸売市場法及び食品流通構造改善促進法 
の一部を改正する法律案の概要 

（１）農林水産大臣は、次の事項を定めた食品等の流通の合理化に関する基本方
針を定める。（第４条） 

 
 

（２）農林水産大臣は、基本方針等に即し、食品等の流通の合理化を図る事業に
関する計画を認定する。（第５条）  

（３）認定を受けた者は、農林漁業成長産業化支援機構（Ａ－ＦＩＶＥ）の出資等の支
援を受けることができる。（第７条から第26条まで）  

（４）農林水産大臣は、食品等の取引状況について定期的な調査を行い、当該調
査の結果に基づき必要な措置を講じ、不公正な取引方法があると思料する場
合には公正取引委員会に通知する。（第27条から第29条まで） 

 

２ 食品流通構造改善促進法の改正 

・ 流通の効率化        ・ 品質・衛生管理の高度化 
・ 情報通信技術等の利用  ・ 国内外の需要への対応 

１ 卸売市場法の改正 

※上記の改正に伴い、題名を「食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律」に改める。 

※ この法改正により、生鮮食料品等の公正な取引の場である卸売市場を活性化するとともに、食品等の新たな需
要の開拓や付加価値の向上を促進する。 

 
 

 

○ １中央卸売市場当たりの取扱金額：695億円（平成28年度）→719億円（平成36年度） 
                                         （現在の市場外取引の取込みにより伸び率を倍増） 
○ 食品等流通合理化計画の認定件数：200件（～平成36年度）（支援措置等の見直しにより１割増） 

- 1 -  



- 2 -

卸売市場法及び食品流通構造改善促進法の一部を改正する法律案の骨子

平成30年３月
農林水産省

Ⅰ 趣旨

卸売市場を食品流通の核としつつ、卸売市場を含めた食品流通の合理化と生鮮食料品等
の公正な取引環境の確保を促進することにより、生産者の所得の向上と消費者ニーズへの
的確な対応を図る。

Ⅱ 法律案の概要

１ 卸売市場法の一部改正

（１）目的（第１条）
この法律は、卸売市場が食品等の流通において生鮮食料品等の公正な取引の場として

重要な役割を果たしていることに鑑み、卸売市場に関し、農林水産大臣が策定する基本
方針について定めるとともに、農林水産大臣及び都道府県知事によるその認定に関する
措置その他の措置を講じ、その適正かつ健全な運営を確保することにより、生鮮食料品
等の取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を図り、もって国民生活の安定に資する
ことを目的とする。

（２）卸売市場に関する基本方針（第３条）
農林水産大臣は、次の事項を内容とする卸売市場に関する基本方針を定める。
① 卸売市場の業務の運営に関する基本的な事項
② 卸売市場の施設に関する基本的な事項
③ その他卸売市場に関する重要事項

（３）卸売市場の認定等
① 卸売市場の認定（第４条第１項から第５項まで及び第13条第１項から第５項まで）

卸売市場であって次の要件に適合しているものは、農林水産大臣又は都道府県知事
の認定を受けて、中央卸売市場注又は地方卸売市場と称することができる。
注）中央卸売市場は、その施設の規模が一定の規模以上であること等省令で定める基準に該当す
る卸売市場に限る。
ア 申請書及び業務規程の内容が、基本方針に照らし適切であること。
イ 申請書及び業務規程の内容が、法令に違反しないこと。
ウ 業務規程に開設者が行う次の事項が定められていること。
（ア）差別的取扱いの禁止
（イ）卸売の数量及び価格等の公表
（ウ）卸売業者、仲卸業者等の取引参加者に対する指導及び助言、報告及び検査、是

正の求め等の措置
（エ）売買取引の方法及び代金決済の方法の策定及び公表
エ 業務規程に卸売業者等が行う次の事項（共通の取引ルール）が定められているこ
と。
（ア）開設者が定めた売買取引の方法による卸売の実施
（イ）差別的取扱いの禁止
（ウ）受託拒否の禁止（中央卸売市場のみ）
（エ）開設者が定めた代金決済の方法による代金決済の実施並びに卸売業者の事業報

告書の作成及び閲覧
（オ）売買取引の条件の公表
（カ）売買取引の結果の公表
オ その他の取引ルール（第三者販売、直荷引き、商物分離等）を定める場合には、
次の要件に適合すること。
（ア）共通の取引ルールに反するものでないこと。
（イ）取引参加者の意見を聴いて定められていること。
（ウ）当該取引ルール及び当該取引ルールが定められている理由が公表されているこ

と。
カ 開設者が取引参加者に取引ルールを遵守させるために必要な体制を有すること。
キ 生鮮食料品等の円滑な取引を確保するために必要な施設を有すること。
ク 卸売市場の適正かつ健全な運営に必要なものとして農林水産省令で定める要件に
適合すること。

② 認定卸売市場の公示（第４条第６項及び第13条第６項）
農林水産大臣及び都道府県知事は、認定した卸売市場の名称等を公示する。



- 3 -

③ 開設者に対する指導及び助言等（第９条から第12条まで及び第14条）
農林水産大臣及び都道府県知事は、認定を受けた開設者に対し、指導及び助言、報

告及び検査、措置命令又は認定の取消しを行うことができる。

（４）支援措置（第16条）
国は、中央卸売市場の開設者であって２（２）②の食品等流通合理化計画の認定を受

けたものの施設整備に対し、予算の範囲内において、その費用の10分の４以内を補助す
ることができる。

２ 食品流通構造改善促進法の一部改正

（１）目的（第１条）
この法律は、食品等の流通が農林漁業者と一般消費者とをつなぐ重要な役割を果たし

ていることに鑑み、食品等の流通の合理化を図るため、農林水産大臣による基本方針の
策定及び食品等流通合理化計画の認定、その実施に必要な支援措置その他の措置を講ず
るとともに、食品等の取引の適正化を図るため、農林水産大臣による調査の実施その他
の措置を講じ、もって農林漁業及び食品流通業の成長発展並びに一般消費者の利益の増
進に資することを目的とする。

（２）食品等の流通の合理化のための措置
① 食品等の流通の合理化に関する基本方針（第４条）

農林水産大臣は、次の事項を内容とする食品等の流通の合理化に関する基本方針を
定める。
ア 食品等の流通の効率化に関する措置
イ 食品等の流通における品質管理及び衛生管理の高度化に関する措置
ウ 食品等の流通における情報通信技術その他の技術の活用に関する措置
エ 食品等に係る国内外の需要への対応に関する措置

② 食品等流通合理化計画の認定（第５条）
食品等の流通の合理化を図る事業を実施しようとする者は、食品等流通合理化計画

を作成し、農林水産大臣の認定を受けることができる。
③ 支援措置（第７条から第26条まで）

認定を受けた者に対し、次の支援措置を講ずる。
ア 株式会社農林漁業成長産業化支援機構（Ａ－ＦＩＶＥ）の出資等
イ 食品等流通合理化促進機構（現食品流通構造改善促進機構）の債務保証
ウ 株式会社日本政策金融公庫の融資等

（３）食品等の取引の適正化のための措置
① 農林水産大臣による取引状況等に関する調査（第27条及び第28条）

農林水産大臣は、食品等の取引の適正化のため、食品等の取引状況等に関する調査
を行い、当該調査の結果に基づき指導・助言等の措置を講ずる。

② 農林水産大臣による公正取引委員会への通知（第29条）
農林水産大臣は、食品等の取引に関し、不公正な取引方法に該当する事実があると

思料するときは、公正取引委員会に対し、その事実を通知する。

（４）題名
題名を「食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律」に改める。

Ⅲ 施行期日等

１ 施行期日

（１）卸売市場法の一部改正（附則第１条第３号）
公布の日から起算して２年を超えない範囲内において政令で定める日とする。

（２）食品流通構造改善促進法の一部改正（附則第１条柱書）
公布の日から起算して６月を超えない範囲内において政令で定める日とする。

２ 中央卸売市場又は地方卸売市場の認定に関する経過措置（附則第３条第５項）
現行の中央卸売市場又は地方卸売市場による認定の申請については、卸売市場の施設に

関する事項等の記載を省略することができる。

３ 検討（附則第11条）
この法律の施行後５年を目途として、食品等の生産、流通及び消費の動向及び実態を踏

まえ、この法律による改正後のそれぞれの法律の規定について検討を加え、その結果に基
づいて必要な見直しを行う。
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（参考）卸売市場法改正により期待されるビジネスモデル 

産地 

中央卸売市場 

卸売業者 

小売店等 

 

 

・ 代金決済（取引）は産地→卸売市場→小売店。農産物は産地→小売店へ直送。 
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・ 海外市場のニーズに合った有機野菜等のこだわり農産物を、仲卸業者が産地から直接仕入れて輸出。 
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仲卸 
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・ 各卸売市場での需給の状況に応じて市場間で農産物の過不足を迅速かつ柔軟に調整。 

３．市場間ネットワーク 
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輸出 
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小売店等 

小売店等 

≪現行≫ 

 仲卸業者による産地からの直接集荷
（直荷引き）は原則禁止。 

≪改正案≫ 

 国一律の規制は廃止し、卸売市場ごとに
設定可能に。 

≪現行≫ 

 農産物は卸売市場に持ち込んで取引 

すること（商物一致）が原則。 

≪改正案≫ 

 国一律の規制は廃止し、卸売市場ごとに
設定可能に。 

注
文 

 

決
済 

≪現行≫ 

 卸売業者による同一市場内の仲卸業者
以外（第三者）への卸売は原則禁止。 

≪改正案≫ 

 国一律の規制は廃止し、卸売市場ごとに
設定可能に。 

商品の過不足 

調整 
商品の過不足 

調整 

他市場への転送等の効率化 

輸送時間の短縮による鮮度保持・物流の効率化 

小ロットのため卸売
業者の集荷に乗り
難い 

輸出のための品揃えの充実と販路拡大 
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